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健康づくり委員会主催

「大腸がんについて」学習
講演

　10
月
15
日
（
火
）
ふ
れ
あ
い
健
康

館
き
っ
か
け
ホ
ー
ル
に
て
、
大
腸
が

ん
に
つ
い
て
の
学
習
講
演
を
行
い
59

名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　講
師
は
徳
島
健
生
病
院
の
外
科
医

で
あ
る
佐
々
木
院
長
で
、
大
腸
が
ん

に
な
る
原
因
や
進
み
方
に
つ
い
て
、

実
際
に
あ
っ
た
症
例
を
用
い
て
ど
ん

な
ふ
う
に
手
術
を
し
て
い
る
の
か
映

像
を
見
な
が
ら
な
ど
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　今
回
の
講
演
を
聞
い
て
、
大
腸
が

ん
は
誰
も
が
な
る
可
能
性
の
あ
る
病

気
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
分
か
り
、

自
分
の
生
活
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　毎

年
、
自
治
体
か
ら
が
ん
検
診
の

ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
病
気
に
な
る
前
に
し
っ
か
り
調

べ
、
健
や
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大
腸
が
ん
で
苦
し
む
人
を

１
人
で
も
少
な
く

徳島健生病院
佐々木院長

徳島健生病院　整形外科医師
峯田和明
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つ
ぶ
や
き
コ
ー
ナ
ー

急
に
寒
く
な
っ
て
き
て
、
服
装
や
寝
具
の
調
節
に
困
っ
て
ま
す
…
。　

	

（
藍
住
支
部　

ひ
さ
こ
ち
ゃ
ん
）

プ
、
さ
ら
に
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
頻

尿
の
治
療
薬
、
麻
薬
に
も
貼
付
剤
が

存
在
し
ま
す
。

　
貼
付
剤
の
メ
リ
ッ
ト
は
や
は
り
飲

み
薬
が
服
用
で
き
な
い
患
者
さ
ん
に

も
確
実
に
治
療
が
で
き
る
と
い
う
点

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
点

で
は
高
齢
化
社
会
へ
向
か
っ
て
い
く
未

来
で
は
貼
付
剤
の
需
要
は
今
以
上
に

多
く
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
数
十
年

後
の
近
未
来
に
は
、
様
々
な
疾
患
の
治

療
に
貼
付
剤
が
存
在
し
、
今
以
上
に

性
能
が
良
い
商
品
が
治
療
の
中
心
に

な
っ
て
い
る
よ
う
な
世
の
中
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
貼
付
剤
と
言
え
ば
何
を
イ

メ
ー
ジ
し
ま
す
か
？
ひ
と
昔
前
で
あ
れ
ば

貼
付
剤
と
い
え
ば
シ
ッ
プ
剤
と
い
う
人
が

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在

で
は
貼
付
剤
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
薬

剤
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
認

知
症
治
療
薬
の
リ
バ
ス
タ
ッ
チ
パ
ッ
チ
、

高
血
圧
や
頻
脈
治
療
薬
の
ビ
ソ
ノ
テ
ー

貼 

付 

剤

～
昔
、現
在
、そ
し
て
未
来
へ
の
期
待
～

徳
島
健
生
病
院 

薬
剤
師
　
山
下
　
展
之

薬
の
話

　

小
児
歯
科
に
お
け
る
Ｍ
Ｆ
Ｔ
（
口
腔

筋
機
能
療
法
）
は
、
口
の
周
囲
の
筋
肉
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
正
し
い
嚥
下
や
呼
吸
、

発
音
、
歯
並
び
の
発
育
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

訓
練
で
す
。
子
ど
も
の
口
腔
習
癖
、
例
え

ば
指
し
ゃ
ぶ
り
や
口
呼
吸
、
舌
の
突
出
な

ど
は
、
歯
列
不
正
や
咬
み
合
わ
せ
の
問
題

を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｆ
Ｔ
で
は
、
舌
・
唇
・
頬
の
筋
肉
を

正
し
く
使
え
る
よ
う
に
簡
単
な
体
操
や
訓

練
を
行
い
、
機
能
的
な
改
善
を
目
指

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
舌
を
正
し
い

位
置
に
置
く
練
習
や
、
鼻
呼
吸
を
促

す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
嚥
下
時
の
舌
の
動

き
を
整
え
る
訓
練
な
ど
が
あ
り
、
日

常
生
活
で
の
反
復
が
効
果
を
高
め
ま

す
。
歯
列
矯
正
の
補
助
と
し
て
行
う
こ

と
も
多
く
、
矯
正
治
療
の
安
定
性
を

高
め
る
役
割
も
担
い
ま
す
。

　

小
児
期
は
習
慣
を
変
え
や
す
く
、
成

長
期
に
合
わ
せ
た
早
期
介
入
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｆ
Ｔ
は
歯

並
び
だ
け
で
な
く
、
正
し
い
呼
吸
や
姿

勢
、
言
語
発
達
に
も
関
与
す
る
た
め
、

総
合
的
に
子
ど
も
の
健
や
か
な
発
育

を
支
え
る
大
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

歯
と
健
康

健
生
歯
科
な
る
と
　
歯
科
医
師
　
池
田
　
将
英

お
口
の
機
能
を
改
善
す
る

Ｍ
Ｆ
Ｔ
と
は
？

　

２
０
２
５
年
10
月
７
日
健
生

病
院
別
館
５
階
フ
ロ
ア
に
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
主
催
の

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
楽
校
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
車
椅
子
の
利
用
の
仕
方
～

上
手
な
使
い
方
～
」に
つ
い
て
、

徳
島
健
生
病
院
の
作
業

療
法
士
園
部
さ
ん
と
泉

さ
ん
を
講
師
に
車
椅
子

の
種
類
や
名
称
、
実
際
に
使
用
（
利
用
者
・
介

助
者
）す
る
際
の
注
意
点
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
実
技
と
し
て
段
差
が
あ
る
場
所
で
の

利
用
の
し
方
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
り
降
り
、

坂
道
で
の
下
り
方
や
上
り
方
な
ど
実
際
に
車
椅

子
を
利
用
し
て
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
支
部
の
運
営
委
員
さ
ん
や
組
合

員
さ
ん
を
中
心
に
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
車

椅
子
に
初
め
て
触
れ
る
方
、
家
族
に
車
椅
子
を

利
用
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
皆
さ
ん
真

剣
に
車
椅
子
の
使
い
方
を
学
び
、
介
助
す
る
側

で
は
、
利
用
者
に
声
掛
け
を
し
て
か
ら
移
動
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
、
自
分
や
家
族
、
身

近
な
人
が
車
椅
子
で
の
生
活
が
必
要
に
な
っ
た

時
に
学
ん
だ
こ
と
が
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
が

あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
楽
校
」開
催
!!



つ
ぶ
や
き
コ
ー
ナ
ー

バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
が
10
月
１
日
で
改
定
さ
れ
、
便
が
減
り
ま
し
た
…
。　

	

（
藍
住
支
部　

あ
ー
ち
ゃ
ん
）
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め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

介
助
す
る
側
の
セ
ル
フ
ケ
ア

　

最
後
に
介
助
す
る
側
の
セ
ル
フ
ケ
ア

も
備
え
の
一
部
に
な
る
こ
と
を
覚
え
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
災
害
で
被
災
し
た

場
合
は
長
丁
場
に
な
り
ま
す
の
で
、
介

助
す
る
側
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
し
て
、
落

ち
着
く
手
段
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
（
温
か
い
飲
み
物
や
落
ち
着
く
持
ち

物
の
準
備
）。

　

認
知
症
の
人
の
安
心
は
、
支
援
者
の

落
ち
着
き
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
平
時
に

準
備
し
、
当
日
は
い
つ
も
通
り
を
持
ち

込
む
。
そ
れ
が
、
災
害
時
の
認
知
症
当

事
者
と
家
族
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
認
知
症
当
事
者
が
家
族
に

い
な
い
場
合
で
も
、
ご
近
所
の
人
で

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
互
い
様

の
気
持
ち
で
助
け
合
う
気
持
ち
が
大
切

で
す
。
有
事
の
際
の
備
え
、
一
度
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

②
物
品
の
準
備

　

薬
１
週
間
分
、
普
段
食
べ
や
す
い
も

の
、使
い
慣
れ
た
コ
ッ
プ
や
ス
プ
ー
ン
、

メ
ガ
ネ
・
補
聴
器
の
電
池
、
オ
ム
ツ
や

尿
と
り
製
品
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
、
一
般
的
な
防
災
グ
ッ
ズ
の
中
身

に
加
え
て
、
写
真
１
～
２
枚
（
家
族
や

好
き
な
場
所
）
を
入
れ
て
お
く
の
も
良

い
で
し
ょ
う
。
当
事
者
の
“
心
の
安
定

剤
”
に
も
な
り
ま
す
。

③
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
近
所
の

皆
さ
ん
（
い
わ
ゆ
る
向
こ
う
三
軒
両
隣
）

に
、
地
震
時
の
最
初
の
確
認
・
避
難
同

行
役
を
共
有
し
て
お
く
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。

災
害
時
に
本
人
が
安
心
で
き
る
工
夫

　

次
に
、
本
人
が
安
心
で
き
る
た
め
の

工
夫
で
す
。

①
避
難
の
“
い
つ
も
通
り
”
化

　

避
難
所
ま
で
の
最
短
ル
ー
ト
を
、
日

中
の
散
歩
コ
ー
ス
に
ま
ぜ
て
歩
い
て
お

　

災
害
は
「
思
い
出
す
力
」
や
「
状
況

を
理
解
す
る
力
」
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
出

来
事
で
す
。認
知
症
当
事
者
に
と
っ
て
、

突
然
の
サ
イ
レ
ン
や
人
混
み
、
暗
闇
、

見
慣
れ
な
い
避
難
所
は
不
安
を
増
幅
さ

せ
、
混
乱
や
独
り
歩
き
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
鍵
は
“
当
日
”
で
は
な

く
“
平
時
”。
ケ
ア
す
る
側
が
準
備
し
、

本
人
が
「
こ
こ
な
ら
大
丈
夫
」
と
感
じ

ら
れ
る
仕
組
み
を
先
に
作
っ
て
お
く
こ

と
が
減
災
に
な
り
ま
す
。

支
援
者
側
の
備
え

　

ま
ず
支
援
者
側
の
備
え
で
す
。

①
情
報
を
ひ
と
ま
と
め
に

　

氏
名
・
連
絡
先
・
服
薬
・
ア
レ
ル
ギ
ー
・

普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ

（
呼
び
か
け
名
、
落
ち
着
く
言
葉
、
苦

手
な
刺
激
な
ど
）
を
Ａ
６
サ
イ
ズ
程
度

の
カ
ー
ド
な
ど
に
記
し
、
財
布
や
上
着

ポ
ケ
ッ
ト
、
非
常
用
袋
に
重
ね
て
入
れ

て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

認
知
症
と
向
き
合
う

認
知
症
と
災
害
時
の
備
え
　

～
支
援
者
の
準
備
と
、
本
人
が

　
「
安
心
で
き
る
仕
組
み
」
を
平
時
か
ら
～

く
と
良
い
で
し
ょ
う
。「
こ
こ
を
曲
が
っ

た
ら
公
園
、
ベ
ン
チ
で
休
憩
」
と
い
う

体
験
を
重
ね
て
お
く
と
、
当
日
も
体
が

思
い
出
す
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

②
避
難
所
で
の
見
通
し
表
示

　

名
札
や
ベ
ッ
ド
ま
わ
り
に
、
大
き
め

文
字
＋
絵
ア
イ
コ
ン
で「
ト
イ
レ
」「
水
」

「
家
族
の
連
絡
先
」「
職
員
の
名
前
」
を

貼
れ
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
と
良
い

で
し
ょ
う
。

　

カ
ー
テ
ン
や
段
ボ
ー
ル
で
視
覚
刺
激

（
い
つ
も
と
違
う
も
の
が
視
界
に
入
る
）

を
減
ら
す
こ
と
も
有
効
で
す
。

③
普
段
ど
お
り
化
し
て
お
く

　

服
薬
時
刻
や
軽
い
体
操
、
好
き
な
音

楽
（
小
型
ラ
ジ
オ
や
端
末
に
プ
レ
イ
リ

ス
ト
）
を
“
普
段
通
り
”
に
し
て
お
く

こ
と
が
混
乱
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

④
迷
子
の
時
も
責
め
な
い
よ
う
に

　

靴
や
上
着
に
名
前
と
連
絡
先
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
タ
グ
は
「
安
心
の
た
め
の
道
具
」
と

し
て
本
人
に
き
ち
ん
と
説
明
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
迷
子
に
な
っ
た
後
に
戻
っ

て
き
た
時
は「
帰
っ
て
来
ら
れ
て
よ
か
っ

た
ね
」
と
行
動
を
肯
定
し
、
行
動
に
対

し
て
叱
責
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

（
余
計
に
ス
ト
レ
ス
で
悪
化
し
ま
す
）。

　

ま
た
、
災
害
時
の
場
合
な
の
で
家
族

が
落
ち
着
く
こ
と
が
難
し
い
の
も
当
然

で
す
。
怒
っ
て
し
ま
っ
て
も
自
分
を
責

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

伊
賀　

達
郎



　長旅のつかれを癒やすような森下町子実行委員長のステキな開会あいさつで始まった。
米子での交流集会から無事帰って参りました。
　記念講演、グループ討議、単協からの報告、夜の交流会、分科会と盛りだくさんのスケジュール
でした。持参した手書きの支部ニュース「かのん」とすだちを皆さん喜んで受け取っていただきま
した。この集会で多くの方と交流することができ、又、たくさん学ぶこともできました。あまり覚
えていませんがこれからの活動に役立てたいと思います。同行
したみなさん、職員さんお世話になりありがとうございました。
　又、私たちを米子に送り出して下さった組合員さん、
職員のみなさんたくさんのカンパありがとうございました。

　全大会の講演の前に「うちげでいきたい」の映画を
鑑賞しました。最近は病院で最後を迎えることが多い
中、何とか家で最後を迎えることはできないだろうか

というテーマの映画でした。ひきこもりで無職の長男は母親のガンを知って
から面接に行き、毎日出勤をしていると「うそ」をつきます。長女は離婚し
ていながら、ヨリを戻したからと前夫を見舞いに来させて安心させます。し
かし、母親はその「うそ」を見破っていながら、だまっていてふたりに「感
謝のことば」をかけています。そんな様子を登校拒否の孫娘が、カメラに収
めていくことで「家族のきずな」が生まれてきていました。
　映画を鑑賞して、地域で「一人ひとりをとり残さない」というテーマを医
療生協で担っていけないかを考えさせられました。
　分科会「平和」では、「九条の碑」を建立した経
緯を学びました。香川医療生協の平和病院の玄関
のすてきな「九条の碑」をみることができました。
「建てたい」から「建てよう」に変わるよう徳島健
康生協にも働きかけたいと思いました。

中四国
組合員活動交流集会

in米子　　　

川内支部
江淵　豊幸さん

■分科会②  健康づくり・フレイル予防

■分科会③  平和

■分科会①-２ 
支部・班活動、たまり場つくり

■分科会①-２  支部・班活動、たまり場つくり

■分科会④  ボランティア活動・支援活動

大麻・なると支部　川井　ふみ子さん

■出雲医生協　オーラルフレイル予防
　子どもたちを守り元気にしたいと
いう思いから…に感動しました。
　ワニさん歩きでピロピロを吹いて、
ボールをゴールに。

→子どもたちの発育にすごく役立っていると先生から好評！
　私もピロピロに挑戦してますが、なかなか長く伸びるまで
吹けません。ましてや10秒持続なんてむり！
　体操班会で取り組みたいです。
■地域での看取りと繫がり作り
　在宅看取りを可能にする条件
　①本人の意思表示(エンディングノート等)
　②訪問診療サービス(地域のサービスなどを調べておく)

藍住支部　佐々木　弘子さん

那賀川支部
河野　孝子さん

矢三島田支部　山本　千代子さん

　③家族の協力(見守って貰えれば上でき、できる範囲で)
　自宅で自分の好きなものに囲まれて死にたい思いを尊重してほしい。
　死に直面した時の事を予測して家族の覚悟が揺らがない事を願う。
■分科会⑥　現地企画 戦跡巡り
　（玉栄丸爆発事件～水木しげる記念館～美保基地外観・掩体操）
　山陰最大の戦災となった玉栄丸爆発事件について見学しました。
　安全、人命を軽視した軍隊の横暴な振る舞いこそ、
多くの被害者を出す直接的な原因だった。
　戦争になればこういうことが「軍事機密」として
当たり前のように行われるのでしょう‼
　多くの人に知ってもらいたい出来事だと思いました。
■水木しげる記念館
　妖怪の漫画家ぐらいの認識しかなく、とても驚きました。
　過酷な戦線のもとで、麻酔もなしで片腕を切断されたり、よく
も生きて帰って来られたのだと思いました。

　日本の医療とか保険制度は、
世界にほこれる物と思っていた
のに、どうしてこう何もかも悪い
方に向かっているのでしょう。軍
事費を増やしたり憲法九条を変
えようとしたりしないでもっと
建設的な事を考えて欲しいです。

那賀川支部
岡本　信子さん

上八万支部　河見　末子さん

　つながりのその先へ
～多くの人の関わりで、組合員が
　　真ん中の事業と活動を広げましょう～

テーマ

開催目的

　映画「うちげでいきたい」を見て主人公の民子さんが、家族またいろいろな人にも
とてもやさしいのはなぜなのか？民子さんの生き方が、映画では見ることが出来な
かったので、少し残念でした。どういう人生を送って来たのか、知りたいと思いました。
　分科会では、“ボランティア活動” を発表出来たこと本当に心から感謝しています。

事業所の職員さんには、一緒に取りくんで下さって “ありがとうございます” と言いた
いです。長い間ボランティア活動を続けて来て、発表してみて、楽しく続けることが

大切と心から思いました。
質問など多くて、ひとつひとつ答えることが出来て、良かったです。

　“ピロピロの運動” も徳島でも広めてゆけたらと願っています。
楽しく勉強になった交流でした。ありがとうございました。

　講演では本人の「幸福」を
最期まで保つことが重要であ
る事がわかりました。

　生協活動の中で、オーラルフレイル予防に「ピロ
ピロ」を使っている生協が多数ありました。
　健診では血液とか内臓の調子を見たりするが、
筋肉の程度やバランスの加減、左右のバランス、
転びやすさ、体力の程度の健診
はないので体力測定が大切であ
ることが分かりました。

　中四国地域の組合員が２年に一度一堂に会し、
共通のテーマで活動交流を深めることで参加者
と、各生協の活動のさらなる発展の契機になる
ことをめざします。

今回の交流集会では全体で約 230人が参加し、各地域での活動を共有する良い機会となりました！
参加した皆さん、おつかれさまでした。

　班会の毎月開催めざし、メンバーの若返りもはかる観点がい
いなと思いました。地域要求である組合員の高齢化に対応し
た地域交通網をつくっていく活動に力を入れていることが凄
いと思いました。
「組織をこえてー新たな健康づくり」
　居場所づくりに力を入れており、生協だけでやるのではなく
て社会福祉協議会とコラボで組織を広げているのが新しいと
思いました。
「私の居場所づくり」の報告が３生協からあり、どことも集まる
場所の確保も重要なんだなと思いました。
　他県の活動報告を聞き、わが支部の活動はまだまだ工夫が
必要だなと思い良い刺激になりました。ありがとうございました。

■記念講演について
　講師の先生自ら製作した映画
「うちげでいきたい」をみました。
　講演では、その条件を可能にす
るのが①本人の意思表示②訪問
診療サービス（グループ討論で、

介護報酬が減らされ困難が増すのではないかと意見）
③家族の協力だそうです。私の希望は、出来るだけ最
後まで在宅で暮らし、短い期間、病院から老人ホームに
移り人生の最後を迎えたいのですが（笑い）。
■分科会①―１　テーマ「支部・班活動、たまり場つくり」
に参加しました。
「機関紙の100％手配り活動の報告」
　限られた地域といえ組合員が476人もおり、常に新
しい配布者を見つけて100％手配りを続けている事に
感心。１人10部を目標にして、配布者を様々な楽しい企
画、活動にお誘いしていることが組合員結集を高め生
協活動自体の質を高める効果があると思いました。
「住み慣れた地域でいつまでもーこれまでの取り組みと
地域課題を中心に」

演題「有償ボランティア
手とての未来」を代表して
発表しました！

参加組合員７名から
感想いただきました♪

2025年12月１日	 健 康 と 生 活	 596号 ⑷
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　長旅のつかれを癒やすような森下町子実行委員長のステキな開会あいさつで始まった。
米子での交流集会から無事帰って参りました。
　記念講演、グループ討議、単協からの報告、夜の交流会、分科会と盛りだくさんのスケジュール
でした。持参した手書きの支部ニュース「かのん」とすだちを皆さん喜んで受け取っていただきま
した。この集会で多くの方と交流することができ、又、たくさん学ぶこともできました。あまり覚
えていませんがこれからの活動に役立てたいと思います。同行
したみなさん、職員さんお世話になりありがとうございました。
　又、私たちを米子に送り出して下さった組合員さん、
職員のみなさんたくさんのカンパありがとうございました。

　全大会の講演の前に「うちげでいきたい」の映画を
鑑賞しました。最近は病院で最後を迎えることが多い
中、何とか家で最後を迎えることはできないだろうか

というテーマの映画でした。ひきこもりで無職の長男は母親のガンを知って
から面接に行き、毎日出勤をしていると「うそ」をつきます。長女は離婚し
ていながら、ヨリを戻したからと前夫を見舞いに来させて安心させます。し
かし、母親はその「うそ」を見破っていながら、だまっていてふたりに「感
謝のことば」をかけています。そんな様子を登校拒否の孫娘が、カメラに収
めていくことで「家族のきずな」が生まれてきていました。
　映画を鑑賞して、地域で「一人ひとりをとり残さない」というテーマを医
療生協で担っていけないかを考えさせられました。
　分科会「平和」では、「九条の碑」を建立した経
緯を学びました。香川医療生協の平和病院の玄関
のすてきな「九条の碑」をみることができました。
「建てたい」から「建てよう」に変わるよう徳島健
康生協にも働きかけたいと思いました。

中四国
組合員活動交流集会

in米子　　　

川内支部
江淵　豊幸さん

■分科会②  健康づくり・フレイル予防

■分科会③  平和

■分科会①-２ 
支部・班活動、たまり場つくり

■分科会①-２  支部・班活動、たまり場つくり

■分科会④  ボランティア活動・支援活動

大麻・なると支部　川井　ふみ子さん

■出雲医生協　オーラルフレイル予防
　子どもたちを守り元気にしたいと
いう思いから…に感動しました。
　ワニさん歩きでピロピロを吹いて、
ボールをゴールに。

→子どもたちの発育にすごく役立っていると先生から好評！
　私もピロピロに挑戦してますが、なかなか長く伸びるまで
吹けません。ましてや10秒持続なんてむり！
　体操班会で取り組みたいです。
■地域での看取りと繫がり作り
　在宅看取りを可能にする条件
　①本人の意思表示(エンディングノート等)
　②訪問診療サービス(地域のサービスなどを調べておく)

藍住支部　佐々木　弘子さん

那賀川支部
河野　孝子さん

矢三島田支部　山本　千代子さん

　③家族の協力(見守って貰えれば上でき、できる範囲で)
　自宅で自分の好きなものに囲まれて死にたい思いを尊重してほしい。
　死に直面した時の事を予測して家族の覚悟が揺らがない事を願う。
■分科会⑥　現地企画 戦跡巡り
　（玉栄丸爆発事件～水木しげる記念館～美保基地外観・掩体操）
　山陰最大の戦災となった玉栄丸爆発事件について見学しました。
　安全、人命を軽視した軍隊の横暴な振る舞いこそ、
多くの被害者を出す直接的な原因だった。
　戦争になればこういうことが「軍事機密」として
当たり前のように行われるのでしょう‼
　多くの人に知ってもらいたい出来事だと思いました。
■水木しげる記念館
　妖怪の漫画家ぐらいの認識しかなく、とても驚きました。
　過酷な戦線のもとで、麻酔もなしで片腕を切断されたり、よく
も生きて帰って来られたのだと思いました。

　日本の医療とか保険制度は、
世界にほこれる物と思っていた
のに、どうしてこう何もかも悪い
方に向かっているのでしょう。軍
事費を増やしたり憲法九条を変
えようとしたりしないでもっと
建設的な事を考えて欲しいです。

那賀川支部
岡本　信子さん

上八万支部　河見　末子さん

　つながりのその先へ
～多くの人の関わりで、組合員が
　　真ん中の事業と活動を広げましょう～

テーマ

開催目的

　映画「うちげでいきたい」を見て主人公の民子さんが、家族またいろいろな人にも
とてもやさしいのはなぜなのか？民子さんの生き方が、映画では見ることが出来な
かったので、少し残念でした。どういう人生を送って来たのか、知りたいと思いました。
　分科会では、“ボランティア活動” を発表出来たこと本当に心から感謝しています。

事業所の職員さんには、一緒に取りくんで下さって “ありがとうございます” と言いた
いです。長い間ボランティア活動を続けて来て、発表してみて、楽しく続けることが

大切と心から思いました。
質問など多くて、ひとつひとつ答えることが出来て、良かったです。

　“ピロピロの運動” も徳島でも広めてゆけたらと願っています。
楽しく勉強になった交流でした。ありがとうございました。

　講演では本人の「幸福」を
最期まで保つことが重要であ
る事がわかりました。

　生協活動の中で、オーラルフレイル予防に「ピロ
ピロ」を使っている生協が多数ありました。
　健診では血液とか内臓の調子を見たりするが、
筋肉の程度やバランスの加減、左右のバランス、
転びやすさ、体力の程度の健診
はないので体力測定が大切であ
ることが分かりました。

　中四国地域の組合員が２年に一度一堂に会し、
共通のテーマで活動交流を深めることで参加者
と、各生協の活動のさらなる発展の契機になる
ことをめざします。

今回の交流集会では全体で約 230人が参加し、各地域での活動を共有する良い機会となりました！
参加した皆さん、おつかれさまでした。

　班会の毎月開催めざし、メンバーの若返りもはかる観点がい
いなと思いました。地域要求である組合員の高齢化に対応し
た地域交通網をつくっていく活動に力を入れていることが凄
いと思いました。
「組織をこえてー新たな健康づくり」
　居場所づくりに力を入れており、生協だけでやるのではなく
て社会福祉協議会とコラボで組織を広げているのが新しいと
思いました。
「私の居場所づくり」の報告が３生協からあり、どことも集まる
場所の確保も重要なんだなと思いました。
　他県の活動報告を聞き、わが支部の活動はまだまだ工夫が
必要だなと思い良い刺激になりました。ありがとうございました。

■記念講演について
　講師の先生自ら製作した映画
「うちげでいきたい」をみました。
　講演では、その条件を可能にす
るのが①本人の意思表示②訪問
診療サービス（グループ討論で、

介護報酬が減らされ困難が増すのではないかと意見）
③家族の協力だそうです。私の希望は、出来るだけ最
後まで在宅で暮らし、短い期間、病院から老人ホームに
移り人生の最後を迎えたいのですが（笑い）。
■分科会①―１　テーマ「支部・班活動、たまり場つくり」
に参加しました。
「機関紙の100％手配り活動の報告」
　限られた地域といえ組合員が476人もおり、常に新
しい配布者を見つけて100％手配りを続けている事に
感心。１人10部を目標にして、配布者を様々な楽しい企
画、活動にお誘いしていることが組合員結集を高め生
協活動自体の質を高める効果があると思いました。
「住み慣れた地域でいつまでもーこれまでの取り組みと
地域課題を中心に」

演題「有償ボランティア
手とての未来」を代表して
発表しました！

参加組合員７名から
感想いただきました♪
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「鳴門公園千畳敷展望台」
徳島に来た観光客はバスを降りて必ずこの展望台から
海峡の景色を楽しんだと思います。その後大鳴門橋が
架かり関西方面への行き来も早く、楽になりました。
（昭和40年撮影）

「新町橋通り」
眉山のロープウェイ山麓駅から徳島駅
方面を望む。右の工事中の建物は増築
中のまるしんデパートです。
（昭和38年撮影）

「鳴門市妙見山から小鳴門橋方面を望む」
妙見山展望所からの眺めです。遠くには小鳴門橋が見え、
近くには塩田（流下式塩田）が立ち並んで、昔の面影を
見せています。
流下式塩田とは、ポンプでくみあげた海水を竹の枝を
組んだ枝条架の上から何回も垂らし、風力によって蒸
発して鹹水（かんすい）して取る方法です。
（昭和38年撮影）

写真提供者
徳島市　中山　馨さん

懐かしの徳島
～写真を見ながらタイムスリップ～

懐かしの徳島
～写真を見ながらタイムスリップ～
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な
報
告
事
項
】

１
、

	

２
０
２
５
年
秋
闘
要
求
書
に
対
す

る
回
答
書
に
つ
い
て
、
全
員
一
致
で

承
認
議
決
し
ま
し
た
。

２
、物
品
備
品
購
入
申
請
書
【
予
算
外
、

健
生
病
院
Ｏ
Ｐ
室
、
バ
イ
ポ
ー
ラ

凝
固
止
血
器
】
に
つ
い
て
、
全
員
一

致
で
承
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決
し
ま
し
た
。

３
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部
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イ
サ
ー
ビ
ス
な
で
し
こ
の

〈問題〉同じ文字を入れて言葉を入れるとある食べも
　　　のがわかります。何の文字を入れるでしょう？

第471回

理
事
会
だ
よ
り

★469回の正解と当選者（5名）(応募者40名　正解者30名）
〈正　解〉目
〈当選者〉

小川　安子さん（徳島市）	 　佐々木　弘子さん（鳴門市）
ペンネーム　コーキーさん	 　ペンネーム　のれさん	
ペンネーム　よのちゃん	 ペンネーム　ノブ

◦当選者には図書カード500円分をお贈りします。
◦当選者発表の際に匿名希望の方はペンネームをそえてお送りください。

★応募要項
１．ハガキ・電子メールもしくは下記のQRコードを読み取

り、①クイズの答え②住所③氏名④組合員番号⑤機関
紙に対するご意見や近況を書いて送ってください。
読者だよりに掲載させていただくことがあります。
（ペンネームも可）

２．しめきり　2025年12月31日
３．あ　て　先　〒770-8547
　　　　　　　徳島市下助任町４丁目９番地
　　　　　　　徳島健康生協 健康づくり事業部

メールアドレス kenkoutoseikatsu@kenkou-seikyou.com
読者だよりもご応募お待ちしております！

な ？ た ご？

土
曜
日
休
止
に
つ
い
て
、
全
員
一
致

で
承
認
議
決
し
ま
し
た
。

【
９
月
の
組
織
活
動
の
到
達
状
況
】

・
仲
間
づ
く
り
9
月	

91
人

　
　
　
　

累
計	

４
３
６
人

・
出
資
金
増
額
9
月	　

４
５
２
万
円

　
　
　
　

累
計	

５
７
３
３
万
円

・
班
づ
く
り　

9
月	

０
班

　
　
　
　

累
計	

６
班

・
班
会
開
催　

9
月	

51
回

　
　
　
　

累
計	

４
７
１
回

　

２
０
１
８
年
と
２
０
１
９
年
の
２
年
間
、
徳
島
健
生
病

院
で
初
期
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ

の
度
、
総
合
診
療
専
門
医
の
資
格
を
取
得
し
５
年
ぶ
り
に

徳
島
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
優
し
く
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
安
心
感
を
覚
え
る
と
共
に
、ま
た
こ
の
病
院
で
働
け
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

総
合
診
療
医
と
し
て
、
患
者
さ
ん
の
ご
病
気
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と

に
耳
を
傾
け
、
共
に
問
題
解
決
を
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
主
に
、

外
来
／
救
急
、
病
棟
で
の
活
動
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
月
曜
日
は
終
日
内
視
鏡

検
査
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
も
多
く
あ
り
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
も
多
く
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
な
に
か
気
に
な
る
点
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
い
つ
で
も
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内
科
・
総
合
診
療
科

総
合
診
療
専
門
医

医
師
西に

し
園ぞ

の　
友ゆ

う
貴き

科
歯
生
健

外
来
診
療　
　
徳
島
健
生
病
院　
火
曜
午
前　
９
：
00
～
12
：
00

　
健
生
阿
南
診
療
所　
水
曜
午
前　
９
：
00
～
12
：
30

【年末年始】

休診のご案内

【各診療所お問い合わせ先】
⃝徳島健生病院
⃝健生石井クリニック      
⃝健生阿南診療所
⃝健生西部診療所
⃝健生きたじまクリニック
⃝健生歯科
⃝健生歯科なると

【TEL：088-622-7771】 
【TEL：088-675-1033】
【TEL：0884-27-2848】
【TEL：0883-78-2292】
【TEL：088-698-9629】
【TEL：088-655-3011】
【TEL：088-685-4614】

年末年始は以下の日程を休診とさせていただきます。

12月30日(火)～1月4日(日)
※１月5日(月)より通常診療

2025年 2026年

徳島健生病院では、24時間救急の患者さんの
受け付けをしております。



　
「
歯
と
健
康
」
の
コ
ー
ナ
ー
の
歯
ブ

ラ
シ
の
交
換
時
期
を
読
み
、
ず
い
ぶ
ん

長
い
間
交
換
し
て
い
な
い
ブ
ラ
シ
が

あ
っ
た
の
で
、
処
分
し
て
新
し
く
す
る

と
全
然
磨
い
た
感
じ
が
違
っ
て
さ
っ
ぱ

り
し
ま
し
た
。

　

や
は
り
早
期
治
療
と
共
に
予
防
の
大

切
さ
が
分
か
り
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
健
康
法
。
月
曜
日
は
中
国
式
体

操
、
火
曜
日
は
ヨ
ー
ガ
、
水
曜
日
は

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
木
曜
日
は
絵
手
紙
、

金
曜
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
土
曜
は
何

も
な
く
て
日
曜
日
は
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

夫
に
今
日
は
何
処
に
行
く
ん
で
？
と
言

わ
れ
な
が
ら
い
つ
も
通
っ
て
い
ま
す
。

心
身
と
も
に
健
康
で
い
た
い
！

２０25年12月１日	 健 康 と 生 活	 ５96号 ⑻

徳
島
健
生
病
院
　
管
理
栄
養
士

板
野
郡	

佐
竹 

あ
け
み
さ
ん

ペ
ン
ネ
ー
ム	

コ
ス
モ
ス
姉
さ
ん

組
合
員
い
こ
い
の
ひ
ろ
ば

組
合
員
い
こ
い
の
ひ
ろ
ば

読
者
だ
よ
り

豆
腐
と
も
ず
く
の

酸
辣
湯
ス
ー
プ

　

椎
間
板
が
ペ
ッ
タ
ン
コ
で
思
う
よ
う

に
家
事
も
で
き
ず
に
つ
ら
か
っ
た
日
々

が
続
き
ま
し
た
が
、
整
形
の
峯
田
先
生

ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
の
先
生

方
の
お
力
で
身
長
が
ほ
ぼ
10
セ
ン
チ
伸

び
、
体
も
術
後
に
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
方

の
ご
指
導
で
回
復
し
て
き
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

10
月
７
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

主
催
「
車
椅
子
の
利
用
の
仕
方
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
て
の
参
加
で
緊

張
し
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
親
切
で
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
電
動

車
い
す
と
自
操
式
車
い
す
が
あ
り
。
介

助
の
体
験
と
自
操
の
体
験
が
で
き
た
の

で
す
が
、
わ
た
し
は
専
ら
自
操
の
練
習

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
機
会
が

あ
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
認
知
症
と
向
き
合
う
」
を
い
つ
も

読
ん
で
い
ま
す
が
、
免
許
証
の
返
納
に

つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
買
い
物
難
民
に
な
る
こ
と
は
必

至
。
ま
だ
ま
だ
免
許
証
返
納
者
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
は
万
全
と
は
い
え
な
い
と

思
い
ま
す
。

【
材　

料
】（
２
人
分
）

木
綿
豆
腐	

50
ｇ

も
ず
く
（
味
な
し
）	

30
ｇ

椎
茸　

	

20
ｇ

溶
き
卵　

	

１
個

ね
ぎ
（
小
口
切
り
）	

　

適
量

ス
ー
プ
用

　

水	

200
㏄

　

鶏
ガ
ラ
ス
ー
プ
の
素	

小
さ
じ
½

　

し
ょ
う
ゆ	

小
さ
じ
½

　

塩
コ
シ
ョ
ウ	

　

少
々

仕
上
げ
用

　

酢
小
さ
じ
２
、
ご
ま
油
小
さ
じ
¼

お
好
み
で
ラ
ー
油
な
ど

【
つ
く
り
方
】

①
も
ず
く
は
水
気
を
切
っ
て
お
く
。

豆
腐
は
２
㎝
角
、
椎
茸
は
薄
く
ス

ラ
イ
ス
し
て
お
く
。

②
鍋
に
ス
ー
プ
用
の
材
料
を
入
れ
、

煮
立
っ
た
ら
①
を
加
え
る
。

③	

ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
、
溶
き
卵
、
仕

上
げ
用
調
味
料
を
入
れ
て
火
を
と

め
る
。

④	

器
に
も
り
ね
ぎ
を
散
ら
し
、
お
好

み
で
ラ
ー
油
を
加
え
る
。

職員募集 ～お知り合いで、お仕事をお探しの方が
　いらっしゃいましたら、ご紹介ください！～

募集職種：看護師・歯科衛生士
新卒【随時募集】※採用者が決まり次第、受付終了といたします

募集職種：看護師・介護福祉士
　　　　　介護支援専門員・歯科衛生士

既卒【随時受付】※採用者が決まり次第、受付終了といたします

＊お問い合わせ先
　徳島健康生活協同組合  総務部
　採用担当直通（088）622-3303
　　　　　　　平日 8:30 ～ 17:30
　メール  jinji@kenkou-seikyou.com

ペ
ン
ネ
ー
ム	

  

あ
い
っ
ち
さ
ん

ペ
ン
ネ
ー
ム	

  

陽
子
さ
ん

徳
島
市	

  

吉
見 

優
美
さ
ん
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